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運動残効の見えに及ぼす検査刺激格子の

中央部と周辺部の効果
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Weconductedthreeexperimentstoexaminetheeffectofspatialarranｇｅｍｅｎｔｏｆｔｅｓｔｓｔｉｍｕｌｕｓｏｎｔｈｅｍｏｔｉｏn
afiereffect（ＭＡＥ)．Theadaptationandteststimuliwerepresentedtosubjectssuccessively・Eachadaptation
stimulusconsistedofasetofthreegratings；acentralstationarygratingwaslocatedbetweenthetwosurrounding
gratings,oneaboveandtheotherbelowrespectively,ｗｈｉｃｈwerearrangedtomovelefiwardfbrtwominutesThe
locationand/ortheshapeoftheteststimuluswerevariedtoexaminetheefYectsofthespatialarrangemenLThe
lirstandsecondexperimentsrevealedthatｔｈｅＭＡＥｌａｓｔｅｄｌｏｎｇｅｒｗｈｅｎｔｈｅｓｕｒｒｏundinggratingMorthetestwere
superimposedonthosefbrtheadaptatioｎｔｈａｎｗｈｅｎｔｈｅｙｗｅｒｅｎotsuperimposedFurther，theresultsofboth
experimentsshowedthatthedurationwasnotaffectedbythedistancebetweenthecentralgratingandsurrounding
oneTheresultsofthethirdexperimentshowｅｄｔｈａｔｔｈｅＭＡＥｌａｓｔｅｄｌｏｎｇｅｒｗｈｅｎｔｈecentralgratingfbrthetest
wasidenticalwiththatfbrtheadaptationthanwhennot，andthatthesurroundingfbrthetestneednottobe
identicalwiththatfbrtheadaptationTheseresultssupportWade，shypothesisfbrexplaininghowMAEoccurs
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一定方向に運動する順応刺激を数分間観察した直

後，静止した検査刺激を提示されるとき，静止した検

査刺激は順応刺激にみられた運動方向と逆方向に運動

してみえる．これが運動残効である．長い間，運動残

効の現象は網膜領域に起因する運動検出器の順応によ

るものであると説明されてきた（Barlow＆Hill，

1963)．しかし最近，運動残効の現れ方は実はそのよ

うに簡単に説明できないことが明らかにされつつある

(Mather＆Harris，1998；Wade，ｌ９９４Ｗａｄｅ＆

Verstraten,1998)．

Ｗａｄｅらは，横長の縦縞格子を垂直方向にいくつか

並べたものを順応刺激として提示し，順応刺激と検査

刺激の配置をいろいろに変化させ，運動残効の方向と

持続時間を反応指標とした実験を行った（Swanston

＆Wade，１９９２；Ｗａｄｅ＆Salvano-Pardieu，1998；Wade，

Spillmann,＆Swanston,1996)．一つの実験において，

順応刺激として，中央部に－つ（中央部格子)，その

直ぐ上と下に一つずつ（周辺部格子)，さらにそれら

の外側に一つずつ（補助格子)，計五つの格子を垂直

方向に等間隔に配置し，二つの周辺部格子だけを順応

期間中，一方向に運動させて提示した．これに続いて

提示する検査刺激において，中央部格子と周辺部格子

の三つの格子を順応刺激と同じ位置あるいは下方向に

1個だけずらした位置に重ねて提示した．結果による

と，運動残効は必ずしも順応刺激の提示された網膜部

位に現れるわけではなく，検査刺激の周辺部格子に挟

まれた中央部格子の部位にも現れた．しかも運動残効

の方向は，検査刺激パターンの中の相対的な位置関係

によって変化した．すなわち，中央部格子と周辺部格

子の三つの格子を順応刺激と同じ位置に提示した場合

には順応刺激と同じ方向に運動してみえるのに対し，

下方向に１個だけずらして提示した場合には順応刺激

と反対方向に運動してみえた（Ｗａｄｅ＆Salvano‐

Pardieu，1998)．

以上の結果から，Ｗａｄｅらは次のように結論した．

すなわち，運動残効の原因は確かに，網膜領域に起因

する運動検出器の順応過程にあるが，運動残効の現れ

方は，運動刺激に対する順応に続いて提示される検査

刺激に依存する．さらに，運動残効は検査刺激のパタ

ーンに依存し，特に検査刺激のパターン内における相

対的な位置関係が運動残効の方向と持続時間を決定す

る．しかし，彼らの実験結果を吟味すると，検査刺激

のパターン内での相対的な位置関係による効果は，中

央部格子と周辺部格子が順応刺激と検査刺激間で常に

重なっている条件でみられ，重なっていない条件では

みられないことに気づく（Swanston＆Wade，1992；

Wade＆Salvano-Pardieu,1998；WadeetaL,1996)．し

たがって，中央部格子と周辺部格子の順応刺激と検査

刺激間での重なりが運動残効の成立の要因となること

が考えられる．また，検査刺激のパターン内における
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相対的な位置関係を考えるとき，中央部格子と周辺部

格子間の空間距離は要因とならないのだろうか？格

子に加えて，格子と同じ外形で塗りつぶしの図形を用

意し，質の異なるこれらの図形の配置の仕方を変化さ

せることによっても検査刺激パターンを変化させるこ

とができる．このような検査刺激の配置パターンも運

動残効に影響するであろうか？

そこで，本研究では，Ｗａｄｅらの用いたと同様の縦

縞格子を配置したものを実験刺激として用い，順応刺

激は一定にしたまま，検査刺激の空間配置を変化させ

ることにより，運動残効の現れ方に何がどのように影

響するのかを問題とする．特に，運動残効が生起する

ために検査刺激が順応刺激との間で満たすべき基本的

な関係性を，空間配置の観点から検討する．

実験刺激として，順応刺激は縦縞格子を垂直方向に

三つ並べたものｌ種類に固定し，検査刺激内に配置す

る中心部と周辺部の格子の配置と質を変化させた実験

を行う．実験ｌとZでは検査刺激の中央部の格子の位

置は常に固定したまま，その上下に配置する周辺部の

格子の位置を垂直方向に変化させ，検査刺激内に配置

する格子の配置の効果を調べる．これらの実験によっ

て，検査刺激の中央部格子と周辺部格子間の空間距離

の効果および，順応刺激と検査刺激間の格子の重なり

の効果を検討する．実験３では，検査刺激に配置する

三つの格子の代わりに，この格子と外形の大きさと形

が等しい塗りつぶしの長方形を配置する仕方を変化さ

せ，格子の質と配置の効果を調べる．この実験によっ

て，質の異なる格子の配置の仕方を変えることにより

作り出される検査刺激パターンの変化が，運動残効に

及ぼす効果を検討する．いずれの実験においても，検

査刺激の中央部の格子の運動残効の持続時間を反応と

して記録した．これらの実験を通して，運動残効の現

れるために検査刺激の中央部と周辺部の果たす役割を

検討することを目的とする．

実験１

三つの格子からなる検査刺激のうち，中央部の格子

は固定したまま，中央部の格子から周辺部の格子まで

の空間距離を変えるとき，その距離が中央部の運動残

効に及ぼす効果を調べることを目的とする．

方法

装置コンピュータ（アップルコンピュータ社製

PowerMac7300/180）で制御されたコンピュータ・

ディスプレイ（ソニー社製Multiscanl7sfp）を使用し

た．

刺激図形Figurelのような順応刺激と検査刺激

を順にコンピュータ・ディスプレイ上に提示した．ま

ず，黒色背景に視角で縦Z｡×横07゜の白色の長方形

を７個，水平方向に視角07゜おきに並べることによ

って，縦2゜×横９１゜の格子を作成した．このように

して作った三つの格子を，順応刺激では，垂直方向で

これらの中心間の空間距離が視角で各４．となるよう

に配置した．さらに，このうち，中央部の格子は固定

したまま，その上下に配置した周辺部の格子を，その

左端部が中央部の格子の水平方向の中心の位置から始

めて，これらの格子の右端部が中央部の格子の中心の

位置にくるまで，左方向へ視角で毎秒0.91.の速度で

移動させた．これをｌ周期として，０５秒の周期間時

間間隔inter-cycleinterval（以下，ＩＣＩと略す）を挟ん

で約２分間，周辺部の格子を左方向へ運動させた．以
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FigureLAsetofdisplaysusedfbrtheadaptationand

testinExperimentLThesurroundinggratingsmoved

leｌｔｗａｒｄａｓｉｎｄｉｃａｔｅｄｂｙｔｈｅａｒｒｏｗｓｄｕringtheadaptation

Thesurroundinggratingsfbrthetestchangedtheirlocation

dependingontheconditiｏｎ，whilethecentralgratingwas

locatedinthefixedpositionthroughouttheadaptatiｏｎａｎｄ

ｔｈｅｔｅｓｔ：ThelocationofallthreegratingMbｒｔｈｅｔｅｓｔｗａｓ

ｔｈｅｓａｍｅａｓｔｈａＭｏｒｔｈｅａdaptationintheConcondition

Thesurroundinggratingswerelocatednearthecentral

gratingintheNeacondition，anddistantfiPomthecentral

gratiｎｇｉｎｔｈｅＤｉｓｃｏｎｄｉｔｉｏｎＮｏｓｕrroundinggratingswere

presentedｉｎｔｈｅＮｏｃｏｎｄｉｔｉｏｎＡＨｘａｔｉｏｎｃｒｏｓｓｗaspresent‐

ｅｄｉｎｔｈｅｓａｍｅｐｏｓｉｔｉｏｎｔｈｒｏｕｇｈｏｕｔｔheexperiment．
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下のいずれの条件においても常に同じ順応刺激を使用

した．

上記の三つの格子を，中央部の格子を順応刺激と同

じ位置に配置したまま，周辺部の二つの格子を配置す

る仕方を変えることによって，次の４種類の検査刺激

を用意した．ＣＯ、（control；コントロール）条件で

は，中央部と周辺部の格子の空間距離が順応刺激と全

く同じであった．Ｎｅａ（near；近接）条件とＤｉｓ（dis‐

tant；遠隔）条件では，中央部と周辺部の格子の中心

間の空間距離は，視角でそれぞれ，３°と６．であった．

これらの三つの格子は垂直方向に整列し，静止してい

た．他に，周辺部の格子を配置しないＮＣ（no-

surround；周辺部格子なし）条件を用意した．

順応刺激，検査刺激とも，中央部の格子の中央の同

じ位置に凝視点として視角で縦ＯＳ｡×横o5oの黒色の

＋字形を配置した．輝度は白色部で約００１５cd/ｍ２，

黒色部で約0.001ｃｄ/ｍ２であった．これらの輝度を得

るために，コンピュータ・ディスプレイの輝度とコン

トラストを制御するとともに，被験者には，刺激を観

察する際，透過率が1％のコダック社製ＮＤラッテン

フィルターで被っためがねを装着させた．以上の輝度

条件下においては，暗順応後もコンピュータ・ディス

プレイの外枠は目に見えなかった．

手続き暗室で個別に実験を行った．被験者には，

実験セッションに先立ち，事前に本実験のいずれの条

件に関しても十分習熟させていた．約１０分間の暗順

応の後，実験に入った．

被験者は約57ｃｍの観察距離に顔面固定され，この

位置から凝視点を凝視したまま，刺激ディスプレイを

観察した．被験者は，まず，周辺部の格子が左方向へ

約２分間繰り返し運動する順応刺激を観察した後，四

つの検査刺激条件のいずれかのもとでｌ試行ずつ検査

刺激を観察し，中央部の格子の運動残効について反応

するよう求められた．被験者は中央部の格子が動いて

見えなくなった時点で，キーボードのキーを押して反

応するとともに，その格子がいずれの方向に動いて見

えたかを報告した．検査刺激を提示してから，被験者

がキーを押すまでの運動残効の持続時間を測定した．

試行間に約３分間の休憩を入れた．各条件ともＩ試行

だけ求めることとし，その試行順序による効果は，被

験者間でカウンターバランスした．

被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常で本実験

に関して未経験な男子大学生９名であった．

結果

運動の方向に関するいずれの被験者の報告も常に右

方向との報告であった．方向についての結果にまった

く違いがみられなかったため，以後，方向についての

検討は行わない．実験２と３においても，同様の理由

で，方向についての検討は行わない．以下，運動残効

瀦
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Tablel

Meansandstandarddeviationsorduration（ｉｎｓ）of

motionafierelTectfbreachcondition（Experimentl）

Ｃｏｎ Ｎｅａ Ｄｉｓ ＮＣ

Ｍｅａｎ

ＳＤ

1２．５

８．８

9.2

5.2

5.2

3.0

3.4

1.7
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の持続時間のデータについてのみ検討する．

９名の被験者の各条件ごとの運動残効の持続時間を

Tablelに示す．表より，持続時間はＣＯ、条件，Ｎｅａ

条件の順で長く，これらに比べて，、is条件とＮＣ条

件で同じように短いことがわかる．各条件の分散が統

計的に等質であるとみなせなかったため，各条件の持

続時間を各被験者ごとにLog(Ｘ＋l）変換した後，以

下の分析を行った．持続時間に関して，これらの４条

件間でｌ要因の被験者内の分散分析を行ったところ，

主効果に関して有意差がみられた（Ｆ(3,24)＝12.54,

p＜､01)．続いて，これらの条件間でＬＳＤ法による

下位検定を行ったところ，ＣＯ、条件とＮｅa条件対間，

およびDis条件とＮＣ条件対間を除く，どの条件対間

にも有意差がみられた（LSD＝0171,ｐ＜､05)．

以上の結果から，運動残効の持続時間は，検査刺激

が順応刺激と同じである条件および，検査刺激の周辺

部の格子が，中央部格子に近接している条件において

長いことがわかる．また，検査刺激の周辺部の格子が

中央部格子から離れるDis条件と，周辺部の格子をな

くしたＮＣ条件に比べて，周辺部の格子が中央部格子

に近接しているＮｅa条件において持続時間が長いこ

とがわかった．

実験２

実験１で，ＣＯ、条件とＮｅa条件の運動残効の持続

時間がDis条件とＮＣ条件より長い結果が得られた．

しかし，Figurelに示されたように，ＣＯ、条件と

Nea条件においては，周辺部格子が順応刺激と検査刺

激間で重なっており，また，Ｄis条件とＮＣ条件にお

いては重なっていない．したがって，実験１で得られ

た結果は中央部と周辺部の格子間の距離によるもので

はなく，実は，周辺部の格子が順応刺激と検査刺激間

で重なって配置されることによるのではないかと考え

られる．そこで，実験２ではこの点を明らかにするた

めに，検査刺激の中央部の格子と周辺部の格子間の空

間距離を変化させるとともに，順応刺激の格子との重

なりを考慮した条件を設定した．

方法

装置実験ｌと同様の装置を使用した．

刺激図形Figure2に示すような，順応刺激と検

査刺激を順にコンピュータ・ディスプレイ上に提示し
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た．順応刺激は実験ｌと同じものを使用した．検査刺

激は以下の４種類を用意した．

いずれの条件においても，検査刺激のうち，中央部

には常に，実験ｌと同じく，視角で縦2゜×横9.1゜の

格子を順応刺激と同じ位置に配置した．周辺部には，

上述した格子の縦の長さを半分にした縦1゜×横9.1゜

の格子を，実験条件によって次のように配置した．

Sup（superimposed；重なり）条件では，周辺部の格

子が順応刺激の周辺部の格子と重なるように配置し

た．ＮＳ－Ｎｅａ（notsuperimposednear；重なりなしの

近接）条件では，周辺部の格子が順応刺激の周辺部の

格子と重ならないように，しかも中央部の格子と近接

した位置に配置した．ＮＳ－Ｄｉｓ（notsuperimposeddis‐
tant；重なりなしの遠隔）条件では，周辺部の格子が

順応刺激の周辺部の格子と重ならないように，しかも

中央部の格子から離れた位置に配置した．中央部と周

辺部の格子の中心間の空間距離は，Ｓｕｐ条件，ＮＳ
Ｎｅａ条件，およびNS-Dis条件で，それぞれ視角で

４．，２．，および65.であった．ほかに，実験ｌで使用

Table2

Meansandstandarddeviationsofduration（ｉｎｓ）of

motionafterefTbctfbreachcondition（Experiment2）

Ｃｏｎ Ｓｕｐ ＮＳ－Ｎｅａ ＮＳ－Ｄｉｓ

Ｍｅａｎ

ＳＤ

1３．５

７．９

8.6

5.4

4.0

1.8

4.4

1.7

したと同じＣＯ、条件も用意した．

手続き以上のように実験条件を変えた以外は実験

ｌと同様であった．

被験者実験］に参加した男子大学生８名であっ

た．

以上に記述した以外の方法は実験１と同様であっ

た．

結果

８名の被験者の各条件ごとの運動残効の持続時間を

Table2に示す．表より，持続時間はＣＯ、条件，Ｓｕｐ

条件の順で長く，これらに比べて，NS-Nea条件と

NS-Dis条件で等しく短いことがわかる．各条件の分

散が統計的に等質であるとみなせなかったため，各条

件の持続時間を各被験者ごとにLog(Ｘ＋l）変換した

後，以下の分析を行った．持続時間に関して，これら

の４条件間でｌ要因の被験者内の分散分析を行ったと

ころ，主効果に関して有意差がみられた（Ｆ(3,21)＝

16.27,ｐ＜０１)．続いて，これらの条件間でＬＳＤ法

による下位検定を行ったところ，NS-Nea条件とＮＳ‐

Ｄis条件対間を除く，どの条件対間にも有意差がみら

れた（ＬＳＤ＝0.151,ｐ＜０５)．

以上の結果から，運動残効の持続時間は，検査刺激

が順応刺激と同じである場合に最も長く，次に周辺部

の格子が順応刺激と重なる場合に長いことがわかっ

た．周辺部の格子が検査刺激と順応刺激間で重なりが

ない場合には，検査刺激の周辺部の格子間の空間距離

は持続時間に違いをもたらさないことがわかった．

実験３

実験１，２より，運動残効の生起するためには，検

査刺激の周辺部の格子が順応刺激と同じ位置に重ねて

配置されることが重要であることがわかった．それで

は，順応刺激と検査刺激間で格子が質的にも同じであ

る必要があるのだろうか？検査刺激の三つの格子の

すべてが運動残効の現れにとって同じ働きをするので

あろうか？実験３ではこの点を明らかにするため

に，順応刺激と同じ格子と，この格子と外形と大きさ

が等しい塗りつぶしの長方形を検査刺激の中央部と周

辺部に配置するやり方を変化させる条件を設定した．
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Figure2・Asetofdisplaysusedfbrtheadaptationand

testinExperiment2・Theexperimentalsituationwasalmost

thesameasinExperimentlexceptfbrthefbllowing

changesineachconditionThesurroundinggratingsfbrthe

testweresuperimposedonthosefbrtheadaptationinthe

SupconditionThesurroundinggratingswerelocatednear

thecentralgratingintheNS-Neaconditionanddistant

fTomthecentralgratingintheNS-Disconditio､,whilethe

surroundinggratingswerｅｎｏｔｓｕｐｅｒｉｍｐｏｓｅｄｏｎｔｈｏｓｅｆｂｒ

ｔｈｅａdaptationinbothconditions、TheConcondition,ｔｈｅ
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Table3

Meansandstandarddeviationsofduration（ｉｎｓ）of

motionaRereHectfbreachcondition（Experiment3）

方法

装置実験ｌと同様の装置を使用した．

刺激図形Figure3に示すような，順応刺激と検
査刺激を順にコンピュータ・ディスプレイ上に提示し

た．順応刺激は実験ｌと同じものを使用した．検査刺

激は以下の４種類を用意した．

順応刺激において三つの格子を配置したと同じ位置

に，実験ｌで使用したと同じ，視角で縦2｡×横９１゜

の格子，あるいは白く塗りつぶした縦Z｡×横９１゜の

長方形を，条件によって次のように配置した．Ｃｅ、

(central；中央部）条件では，白い長方形を中央部に，

格子を周辺部に配置した．Ｓｕｒ（Surround；周辺部）

条件では，白い長方形を周辺部に，格子を中央部に配

置した．Ａｌｌ（全面）条件では，中央部および周辺部

のいずれにも白い長方形を配置した．ほかに，実験ｌ

で使用したと同じＣＯ、条件も用意した．中央部と周

辺部の格子の中心間の空間距離は，視角で4.であっ

た．

手続き以上のように実験条件を変えた以外は実験

ｌと同様であった．

被験者実験ｌに参加した男子大学生９名であっ

Ｃｏｎ Ｃｅｎ Ｓｕｒ Ａｌｌ

Ｍｅａｎ

ＳＤ

１５．５

１１．０

5.1

3.5

1３．３

１５．３

3.8

2.1
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た．

以上に記述した以外の方法は実験１と同様であっ

た．

結果

９名の被験者の各条件ごとの運動残効の持続時間を

Table3に示す．表より，持続時間はＣＯ、条件とＳｕｒ

条件で長く，これらに比べて，Ｃｅ、条件とAll条件で

等しく短いことがわかる．各条件の分散が統計的に等

質であるとみなせなかったため，各条件の持続時間を

各被験者ごとにLog(Ｘ＋l）変換した後，以下の分析

を行った．持続時間に関して，これらの４条件間で被

験者内のｌ要因の分散分析を行ったところ，主効果に

関して有意差がみられた（Ｆ(3,24)＝8.41,ｐ＜０１)．

続いて，これらの条件間でＬＳＤ法による下位検定を

行ったところ，ＣＯ、条件とSur条件対間，および

Ce､条件とAll条件対間を除く，どの条件対間にも有

意差がみられた（ＬＳＤ＝0.230,ｐ＜０５)．

以上の結果から，中央部の格子の質が順応刺激と検

査刺激で等しい場合に運動残効の持続時間が長く，周

辺部の格子の質は運動残効の生起にとって重要でない

ことがわかった．

考察

本研究では，検査刺激が運動残効の現れ方に及ぼす

効果を検討するために，順応刺激は固定したまま，そ

の直後に提示する検査刺激の配置と質を変化させた三

つの実験を行った．検査刺激の中央部の格子に現れる

運動残効の持続時間を反応指標として用いた．

実験ｌでは，三つの格子からなる検査刺激のうち，

中央部の格子の位置は固定したまま，中央部と周辺部

の格子間の空間距離を変化させた．その結果，運動残

効の持続時間は，周辺部格子を中央部の格子と近接し

た位置に配置する場合に長いことがわかった．しか

し，実験ｌで使用した検査刺激の配置を検討すると，

運動残効の持続時間の長くなったことの原因が，中央

部と周辺部の格子間の距離ではなく，周辺部の格子が

順応刺激と検査刺激間で重なって配置されたことにあ

ることが考えられた．この点を明らかにするために，

実験２を行った．

その結果，本研究で操作した空間距離の範囲内にお

いて，検査刺激の周辺部の格子間の空間距離は，運動
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Figure3・Asetofdisplaysusedfbrtheadaptationand

testinExperiment3・Thechangesinthisexperimentareas

fbllows：ThegratingMbrthetestwerechangedintosolid
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theSurcondition，andallgratingsintosolidrectangｌｅｓｉｎ
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位置に運動残効が生起するという点において，相対運

動検出器説を支持する．しかし，順応刺激と検査刺激

間で周辺部格子が同じ場所に重なる場合において大き

な運動残効が生起し，しかも，その重なりの面積の大

きいほど大きな運動残効が生起する実験事実を得た．

これは，順応刺激と検査刺激間の網膜上の局所的な対

応が運動残効の生起にとって重要であることを示すも

のであり，運動検出器説を支持する．したがって，本

研究の結果は，運動検出器説，相対運動検出器説のい

ずれか一方のみによって説明することはできない．む

しろ，Ｗａｄｅらの中間的な考えを支持する．Ashida，

Susami,＆Osaka（1996）は，本実験とは異なった実

験設定で運動残効の実験を行い，運動残効が順応刺激

の提示されたと同じ検査刺激の部位ではなく，順応刺

激に挟まれた部位に生起すること，さらに，そのため

には順応刺激と検査刺激間で，周辺部の同じ網膜部位

に同じ格子を提示する必要があることを明らかにし

た．我々の得た結果はAshidaらの結果とも一致す

る．また，我々は実験３において，運動残効の生起す

るためには，順応刺激と検査刺激間で中央部格子は同

じである必要があるのに対し，周辺部格子はまったく

同じである必要はなく，外形となる外枠が同じであれ

ば十分であるという新しい発見をした．この事実は，

１１頂応刺激と検査刺激間での網膜上の対応の重要性を示

す点で運動検出器説を支持する一方で，検査刺激のパ

ターンが運動残効の現れ方を規定することを示すもの

であり，改めてＷａｄｅらの考えを支持する．
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残効の生起に無関係であること，また，検査刺激の周

辺部の格子が順応刺激と重なっていることが運動残効

を生起しやすくするものと考えられる．さらに，Ｓｕｐ

条件の持続時間がＣＯ、条件より短い結果は，Ｓｕｐ条

件ではＣＯ、条件に比べて，検査刺激の周辺部の格子

の面積が小さく，このため，検査刺激と順応刺激で周

辺部の重なりの部分の面積が小さくなったことによる

ものと考えられる．この結果も，検査刺激と順応刺激

間で周辺部の格子の重なりが運動残効の生起にとって

重要であることを改めて示すものである．

実験３では，順応刺激と同じ格子および，この格子

と外形の形と大きさが等しい塗りつぶしの長方形を，

検査刺激の中央部と周辺部に配置する仕方を変化させ

た．その結果，運動残効が成立するためには，検査刺

激の中央部の格子が順応刺激と質的に同じであること

が必要であることが示唆された．

さて，すでに記述したように，実験］と２より，運

動残効の生起にとって，検査刺激の周辺部は，順応時

に運動刺激が提示されたと同じ網膜上の場所に重なっ

て提示される必要があることがわかった．ＣＯ、条件

とSur条件の持続時間が等しくなる実験３の結果か

ら，さらに次の記述を付加することができる．すなわ

ち，運動残効の生起にとって，検査刺激の周辺部の刺

激は順応刺激と網膜上で同じ領域を占有すれば十分な

のであって，必ずしも質的に同じ格子である必要はな

いものと考えられる．

さて，運動残効の原因に関して，二つの対立する立

場がある．一方は，順応刺激の与えられる網膜上の部

位を重視し，運動残効の原因を運動検出器の順応に求

める運動検出器説（Barlow＆Hill，1963）であり，他

方は，網膜上の相対的な位置関係を重視し，運動残効

の原因を相対運動検出器に求める相対運動検出器説

(Reinhardt-Rutland，1987）である．運動検出器説は，

順応刺激と検査刺激間の網膜上の局所的な対応関係が

運動残効の生起にとって重要である実験事実を重視す

る．しかし，運動残効は必ずしも，運動する順応刺激

の提示された網膜上の部位だけでなく，提示されなか

った網膜部位にもみられる．この実験事実が相対運動

検出器説を支持する証拠とされているが，相対検出器

の存在を明らかに示すような実験事実がまだ得られて

はいない．そこで，Ｗａｄｅらは自分たちの得た実験事

実に基づいて，上記の二つの説の中間的な立場を提唱

した．すなわち，運動残効の原因は確かに，網膜領域

に起因する運動検出器の順応過程にあるが，運動残効

の現れ方は，運動刺激に対する順応に続いて提示され

る検査刺激パターンに依存するものと考えた．

(Swanston＆Wade，1992；Ｗａｄｅ＆Salvano-Pardieu，

1998；ＷａｄｅｅｔａＬ，1996)．

以上の観点から，本実験において得られた実験事実

を検討する．順応刺激を提示しなかった中央部格子の
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